
は
じ
め
に
　
世
界
遺
産
都
市
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
と
守
護
聖
人

ア
ド
リ
ア
海
の
真
珠

「
ア
ド
リ
ア
海
の
真
珠
」
と
称
え
ら
れ
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
風
景
を
ど
こ
か
で
目
に
し
、
記
憶
に
残

っ
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
（
口
絵
2
）。
中
世
以
来
の
海
洋
交
易
都
市
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
は
、
歴
史
的
な
存
在
意
義
と

風
光
明
媚
な
環
境
が
調
和
し
、
一
九
七
九
年
に
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
文
化
遺
産
」
に
指
定
さ
れ
た
。

晴
れ
わ
た
る
地
中
海
の
青
い
空
、
心
が
す
い
こ
ま
れ
そ
う
な
紺
碧
の
海
、
貴
石
の
よ
う
に
輝
い
て
海
に
そ
そ
り
立
つ
異

国
の
街
。
ア
ド
リ
ア
海
の
風
が
吹
い
て
く
る
よ
う
な
光
景
の
な
か
に
、
真
珠
の
よ
う
に
凝
縮
さ
れ
た
魅
力
が
人
々
の
心
を

と
ら
え
る
。

空
路
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
に
着
く
と
、
ま
な
ざ
し
の
先
に
憧
憬
の
街
を
望
み
な
が
ら
、
一
路
バ
ル
カ
ン
の
坂
道
を
下
っ

て
い
く
。
や
が
て
、
真
珠
の
小
粒
の
よ
う
に
街
が
き
ら
め
い
て
み
え
た
の
は
、
周
囲
を
ぐ
る
り
と
城
壁
が
取
り
囲
み
、
そ

の
白
い
壁
が
ま
ぶ
し
い
陽
光
を
反
射
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
「
ア
ド
リ
ア
海
の
真
珠
」

は
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。

や
が
て
、
だ
い
だ
い
色
の
屋
根
の
家
々
が
、
城
壁
に
抱
か
れ
て
ね
む
る
よ
う
に
固
ま
っ
て
い
る
情
景
が
目
に
入
っ
て
く

る
。
お
と
ぎ
の
国
の
よ
う
な
街
な
の
に
、
不
釣
り
合
い
な
ほ
ど
堅
牢
な
城
壁
が
海
に
そ
び
え
て
い
る
こ
と
に
軽
い
驚
き
を

i



感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
城
壁
の
上
に
据
え
ら
れ
た
大
砲
の
砲
口
は
陸
上
の
自
動
車
道
に
照
準
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。

自
分
が
下
っ
て
き
た
坂
道
は
、
敵
が
街
に
襲
い
か
か
っ
た
道
で
も
あ
っ
た
。

紺
碧
の
海
に
臨
ん
で
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
が
い
ま
も
真
珠
の
よ
う
な
硬
質
の
輝
き
を
放
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
敵
と

の
攻
防
戦
に
屈
し
な
い
こ
の
城
壁
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
白
く
輝
く
城
壁
は
籠
城
に
耐
え
て
、
街
を
守
り
抜
い
た

誇
り
の
象
徴
で
も
あ
る
。

そ
れ
は
古
い
話
で
は
な
い
。
ま
さ
に
現
代
史
、
一
九
九
一
〜
九
二
年
に
あ
っ
た
バ
ル
カ
ン
の
都
市
攻
防
戦
で
あ
る
。
一

九
八
九
年
に
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
が
崩
壊
し
、
東
欧
諸
国
の
政
治
体
制
は
劇
的
に
変
化
し
た
。
バ
ル
カ
ン
半
島
で
は
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
解
体
が
進
ん
だ
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
独
立
を
め
ぐ
っ
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
軍

の
間
で
激
し
い
戦
闘
が
起
き
た
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
と
周
辺
地
域
は
激
戦
地
の
一
つ
で
あ
る
。

城
壁
は
現
代
の
砲
撃
戦
に
も
耐
え
た
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
は
死
守
さ
れ
、
い
ま
も
ク
ロ
ア
チ
ア
領
で
在
り
続
け
て
い
る
。

ク
ロ
ア
チ
ア
の
一
部
と
し
て
独
立
で
き
た
こ
と
が
い
か
に
有
り
難
い
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
が
ク
ロ
ア

チ
ア
共
和
国
の
飛
び
地
で
あ
る
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
紛
争
の
火
種
が
尽
き
な
い
バ
ル
カ
ン
の
現
状
を
鑑
み
る

と
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
城
壁
は
「
過
去
」
の
も
の
で
は
な
く
、
未
来
に
お
い
て
も
不
可
欠
の
共
同
防
衛
の
要
で
あ
る
。

戦
火
と
守
護
聖
人

は
じ
め
て
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
を
訪
れ
た
と
き
、
街
の
中
心
に
あ
る
聖
ヴ
ラ
ホ
教
会
に
入
っ
て
、
私
は
衝
撃
を
う
け
た

（
口
絵
3
）。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
守
護
聖
人
ヴ
ラ
ホ
が
、「
城
壁
に
囲
ま
れ
た
街
」
を
胸
に
抱
き
し
め
て
い
る
。
激
し
い

攻
防
戦
の
な
か
で
、
守
護
聖
人
ヴ
ラ
ホ
は
い
か
に
人
々
の
心
の
支
え
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
聖
人
像
は
現
代
の
攻
防
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戦
よ
り
は
る
か
古
く
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ヴ
ラ
ホ
の
姿
は
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
人
々
の
心
の
う
ち
を
映
し
出
し

て
余
り
あ
る
。

願
い
を
聞
き
届
け
る
か
の
よ
う
に
、
聖
人
は
「
城
壁
の
街
」
を
胸
に
引
き
寄
せ
て
、
天
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
。
堅
い

貝
殻
が
「
ア
ド
リ
ア
海
の
真
珠
」
を
お
お
う
よ
う
に
、
天
の
加
護
が
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
を
守
り
抜
い
て
く
れ
る
こ
と
を
念

じ
て
い
る
（
図
表
a
）。

現
代
の
戦
火
に
耐
え
て
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
人
々
が
戦
禍
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
と
き
、
ま
ず
何
よ
り
も
先
に

手
を
つ
け
た
の
が
こ
の
聖
ヴ
ラ
ホ
教
会
の
再
建
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
幾
度
も
天
災
人
災
に
う
ち
の
め
さ
れ
た
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ

ニ
ク
の
人
々
に
「
復
活
」
の
導
き
手
と
し
て

寄
り
添
っ
て
き
た
の
が
聖
ヴ
ラ
ホ
で
あ
る
。

こ
こ
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
に
お
い
て
、「
城

壁
」
と
「
守
護
聖
人
」
は
中
世
都
市
の
歴
史

的
遺
産
な
の
で
は
な
く
、
現
代
に
お
い
て
も
、

「
実
戦
の
支
え
」
と
「
精
神
の
支
え
」
で
あ

る
。
軍
事
的
シ
ン
ボ
ル
と
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル

は
現
代
都
市
に
お
い
て
も
生
活
を
守
り
抜
く

拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

現
代
史
の
な
か
に
生
き
続
け
る
都
市
の

「
城
壁
」
と
「
守
護
聖
人
」
の
持
つ
意
味
を

図表 a　加護を祈るヴラホ像

（筆者所蔵資料）

iii　　はじめに



深
く
掘
り
下
げ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
本
書
執
筆
の
動
機
で
あ
る
。
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序

章
　
中
世
都
市
の
現
在

❖
水
先
案
内
―
―
都
市
共
同
体
と
都
市
空
間

歴
史
都
市
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
空
間
的
な
佇
ま
い
の
美
し
さ
に
あ
る
。
重
厚
な
雰
囲
気
の
歴
史
的
建
造
物
、

自
然
環
境
と
歴
史
的
景
観
が
調
和
し
て
醸
し
出
す
風
格
な
ど
、
自
分
の
足
で
探
索
す
る
醍
醐
味
は
深
い
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ

ニ
ク
の
歴
史
的
重
層
性
を
実
感
さ
せ
る
都
市
景
観
は
、
時
の
経
過
の
ま
ま
残

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
戦
乱
の
な
か
人
々
が
守
り
抜
き
、
戦
災
か
ら
蘇
ら
せ

た
風
景
で
あ
る
。

中
世
期
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
は
自
治
的
な
都
市
共
同
体
で
あ
っ
た
。
自
治

都
市
の
機
能
は
、
人
々
が
諸
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
繰

り
返
さ
れ
る
定
ま
っ
た
活
動
は
、
そ
れ
に
適
す
る
都
市
空
間
を
創
り
出
す
。

ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
風
景
の
ど
こ
に
、
都
市
共
同
体
と
し
て
の
機
能
や
、

活
動
し
た
人
々
の
軌
跡
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
都
市
は
固

有
の
環
境
の
な
か
で
、
独
自
の
歴
史
を
た
ど
る
。
都
市
空
間
に
刻
印
さ
れ
た

歴
史
的
蓄
積
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
街
に
対
す
る
人
々
の
愛
着
、
暮

ら
し
を
い
つ
く
し
む
心
情
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

街の中心ルジャ広場から時計塔を望む（筆者撮影）
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1　

中
世
都
市
の
見
取
り
図

一
望
で
き
る
城
壁
都
市

日
本
か
ら
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
）
1
（

は
遠
く
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
か
ら
空
路
の
直
行
便
は
な
く
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
で
乗
り
換
え
て
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
に
降
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
バ
ル
カ
ン
の
坂
道
を
下
れ
ば
三
〇

分
で
市
内
に
入
る
の
で
、
飛
行
機
の
乗
り
換
え
は
あ
っ
て
も
、
意
外
に
楽
な
旅
路
で
あ
る
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
は
ア
ド
リ

ア
海
沿
岸
の
ダ
ル
マ
チ
ア
地
方
に
あ
り
、
海
上
を
航
行
す
る
船
に
乗
っ
て
沿
岸
部
を
移
動
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
い
ま
は

緑
の
樹
木
が
ほ
と
ん
ど
な
い
岩
山
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
延
々
と
続
く
坂
道
を
車
で
移
動
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
に
近
づ
く
と
、
こ
の
よ
う
な
坂
道
か
ら
眼
下
に
街
を
一
望
で
き
る
（
口
絵
2
）。
街
の
空
間
的
構
成

は
基
本
的
に
一
七
世
紀
前
半
の
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
（
図
表
0-

1
）。
城
壁
が
街
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲

み
、
城
内
の
街
の
様
子
を
眺
め
わ
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
広
し
と
い
え
ど
も
、
手
に
と
る
よ
う
に
眼
前
に
、

中
世
以
来
の
城
壁
都
市
の
全
体
像
を
見
て
と
れ
る
の
は
希
有
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
は
都
市
を
歴
史
的

に
解
読
す
る
格
好
の
対
象
で
あ
る
。

現
在
は
城
外
に
も
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
都
市
圏
の
人
口
は
四
万
二
六
一
五
人
（
二
〇
一
一
年

時
点
）、
そ
の
う
ち
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
市
の
居
住
人
口
は
二
万
八
四
三
四
人
（
二
〇
一
一
年
時
点
）
で
あ
る
）
2
（

。
内
戦
前
は
城

内
に
約
六
〇
〇
〇
人
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
が
、
復
興
に
と
も
な
い
新
市
街
地
へ
の
転
出
が
進
ん
だ
。
本
書
で
は
中
世

以
来
の
城
壁
都
市
、
す
な
わ
ち
市
壁
に
囲
ま
れ
た
「
旧
市
街
地
」
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
適
宜
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
、
市
内
、

2



城
内
、
都
市
等
々
の
語
を
用
い
て
記
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
旧
市
街
地
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

中
世
都
市
の
空
間
構
造
―
―
共
同
利
益
と
共
同
防
衛

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
の
空
間
構
造
を
理
解
す
る
際
に
、
ま
ず
最
初
に
お
さ
え
て
お
き
た
い
空
間
的
ポ
イ
ン
ト
は
四
つ

あ
る
。「
城
壁
」「
広
場
」「
行
政
庁
」「
教
会
」
で
あ
る
。

「
城
壁
」
は
都
市
外
周
部
に
あ
っ
て
、
軍
事
的
に
共
同
防
衛
の
機
能
を
果
た
す
。「
広
場
」
は
都
市
中
心
部
に
あ
っ
て
、

経
済
的
交
換
の
機
能
を
果
た
す
。
す
な
わ
ち
交
易
の
中
心
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
を
歩
い
て
い
る
と
、
折
々
に
中
心
部
に
あ
る
広

場
で
季
節
感
あ
ふ
れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
め
ぐ
り
あ
う
。
都
市
と
は
モ

ノ
が
集
積
し
、
売
り
買
い
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
楽

し
い
機
会
で
あ
る
。

都
市
の
基
本
的
機
能
は
こ
の
よ
う
に
人
口
と
物
資
の
集
積
と
い
う

点
に
あ
り
、
集
積
量
が
大
き
く
な
れ
ば
取
引
量
も
多
く
な
り
、
経
済

的
利
益
は
増
大
す
る
。
都
市
と
は
集
積
効
果
を
生
か
し
て
共
同
で
利

益
を
生
み
出
す
場
所
で
あ
る
。

経
済
的
に
裕
福
な
都
市
を
支
配
下
に
治
め
る
こ
と
は
権
力
者
に
と

っ
て
有
利
な
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
都
市
は
軍
事
的
争
奪
の
対
象
に

な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
備
え
て
共
同
防
衛
の
対

図表 0-1　�1667 年以前のドゥブロヴニク�
（写真上側が北）

出典：ドミニコ会修道院所蔵
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策
を
固
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
実
戦
的
な
防
御
施
設
が
城
壁
で
あ
る
。「
共
同
し
て
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
」
と
「
共

同
し
て
防
衛
に
当
た
る
」
こ
と
は
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
都
市
の
基
本
的
機
能
の
両
面
で
あ
る
。

「
都
市
」
が
な
ぜ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
る
程
度
合
理
的
に
営
ま
れ
て
い
く
た
め
に
、

集
積
効
果
の
高
い
「
市
場
交
換
の
拠
点
」
が
あ
っ
た
ほ
う
が
便
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
都
市
の
最
重
要
機
能
で

あ
る
「
共
同
利
益
」
と
「
共
同
防
衛
」
を
実
行
す
る
物
理
的
空
間
が
、
中
心
部
「
市
場
」
と
外
周
部
「
城
壁
」
で
あ
る
。

中
世
都
市
の
社
会
構
造
―
―
秩
序
統
合
と
共
同
祈
願

都
市
に
お
い
て
は
、
市
場
交
換
の
秩
序
を
維
持
す
る
し
く
み
が
重
要
と
な
る
。「
秩
序
」
を
維
持
さ
せ
る
機
能
が
集
中

し
て
い
る
物
理
的
空
間
が
「
行
政
庁
」
で
あ
る
。
都
市
運
営
の
要
で
あ
り
、
た
い
て
い
は
中
央
部
の
広
場
に
面
し
て
「
行

政
庁
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
都
市
の
規
模
や
政
治
体
制
に
よ
っ
て
、
そ
こ
を
何
と
呼
ぶ
か
は
各
都
市
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る

が
、
自
治
的
性
格
の
強
い
都
市
で
あ
れ
ば
「
市シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

庁
舎
」
や
「
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
」、
封
建
的
性
格
の
強
い
領
主
に
領
有
さ
れ

て
い
る
都
市
で
あ
れ
ば
宮
殿
な
ど
呼
称
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

秩
序
の
維
持
に
は
、
商
取
引
の
監
視
、
交
換
単
位
の
調
整
、
税
金
徴
収
、
立
法
、
紛
争
解
決
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
つ
ま

り
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
行
政
、
立
法
、
司
法
が
未
分
化
の
ま
ま
「
行
政
庁
」
で
実
行
さ
れ
て
い
た
り
、
さ
ら
に
交
易
対

象
の
外
国
使
節
を
迎
え
る
外
交
儀
礼
や
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
都
市
運
営
の
ト
ッ
プ
に
当
た

る
人
物
の
呼
称
は
各
都
市
の
状
況
や
政
治
体
制
に
よ
っ
て
異
な
る
。
自
治
都
市
で
あ
れ
ば
市
参
事
会
が
「
市
長
」
を
選
出

し
た
り
、
ま
た
世
襲
的
権
力
が
強
け
れ
ば
「
王
侯
」
と
し
て
「
宮
殿
」
に
君
臨
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
行
政
庁
」
は

都
市
の
秩
序
を
維
持
し
、
社
会
的
統
合
を
図
る
機
能
を
担
っ
た
物
理
的
空
間
で
あ
る
。
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人
口
の
集
積
が
多
け
れ
ば
、
社
会
秩
序
は
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
構
成
で
管
理
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
社
会
的
に
優
位
な
集
団

と
劣
位
の
集
団
に
分
化
す
る
。
共
同
で
利
益
を
生
み
出
す
た
め
に
、
ど
の
層
の
ど
の
集
団
も
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
が
、

都
市
は
過
酷
な
状
況
で
働
く
人
々
を
必
要
と
し
た
。
搾
取
さ
れ
る
貧
困
層
が
常
に
存
在
し
て
い
た
の
が
、
残
念
な
が
ら
こ

れ
ま
で
の
都
市
の
現
実
で
あ
る
。

何
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
苛
酷
な
現
実
世
界
に
生
き
て
い
る
の
か
。
根
源
的
な
疑
問
を
投
げ
か
け
、
応
え
を
求
め
る
相

手
が
必
要
で
、
こ
の
よ
う
な
精
神
的
問
い
か
け
の
場
所
が
「
教
会
」
で
あ
る
。
現
世
で
解
決
し
な
い
矛
盾
は
、
天
国
で
の

救
済
に
期
待
す
る
よ
う
に
導
き
、
宗
教
的
に
昇
華
さ
せ
る
。
都
市
を
維
持
す
る
た
め
に
は
不
満
の
暴
発
を
く
い
と
め
、
内

部
か
ら
の
崩
壊
を
防
ぐ
手
段
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
精
神
的
統
合
を
図
る
「
共
同
祈
願
」
の
場
所
が
「
教
会
」

で
あ
る
。
教
会
も
た
い
て
い
は
中
央
部
の
広
場
に
面
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
中
心
部
に
あ
っ
て
「
秩
序
統
合
」
と
「
共
同
祈
願
」
を
実
行
す
る
物
理
的
空
間
が
「
行
政
庁
」
と
「
教

会
」
で
あ
る
。
大
勢
の
人
が
混
乱
な
く
同
一
目
的
に
向
か
う
に
は
時
間
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
集
団
の
秩
序
維

持
に
は
時
間
を
統
制
す
る
手
段
が
必
要
で
、
町
の
広
場
に
あ
る
「
行
政
庁
」
ま
た
は
「
教
会
」
の
ど
ち
ら
か
に
は
高
く
そ

び
え
る
塔
が
あ
り
、
時
計
が
取
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

歴
史
都
市
の
探
索

探
索
し
よ
う
と
す
る
歴
史
都
市
で
、
軍
事
的
「
共
同
防
衛
」
機
能
の
城
壁
、
経
済
的
「
市
場
交
換
」
機
能
の
広
場
、
行

政
的
「
秩
序
統
合
」
機
能
の
行
政
庁
、
宗
教
的
「
精
神
統
合
」
機
能
の
教
会
が
、
空
間
的
に
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い

る
の
か
を
読
み
解
く
こ
と
が
、
歴
史
都
市
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
第
一
歩
で
あ
る
。
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各
都
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
的
特
徴
、
固
有
の
歴
史
が
あ
る
。
か
な
ら
ず
し
も
モ
デ
ル
の
よ
う
に
整
序
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
は
独
特
の
か
た
よ
り
が
あ
る
。
そ
の
要
因
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
市
な

ら
で
は
の
魅
力
、
独
自
性
、
固
有
性
に
よ
り
深
く
迫
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
中
世
都
市
の
四
つ
の
基
本
的
機
能
は
、
現
代
の
国
家
を
理
解
す
る
際
に
も
役
に
立
つ
。
国
境
で
囲
わ
れ
、
現

代
の
私
た
ち
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
出
入
国
す
る
。
境
界
内
で
は
「
共
同
利
益
」
の
産
出
に
励
み
、「
秩
序
統
合
」
を

担
う
行
政
省
庁
が
あ
り
、
議
論
は
あ
る
が
基
本
的
な
「
共
同
防
衛
」
機
能
を
も
ち
、
各
種
の
「
精
神
統
合
」
機
関
が
あ
っ

て
、
季
節
ご
と
の
行
事
で
時
間
の
節
目
を
実
感
す
る
。
国
ご
と
に
標
準
時
間
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
交
通
機
関

が
予
告
し
た
時
刻
表
の
発
着
を
遵
守
で
き
な
い
と
社
会
的
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
で
行
政
指
導
を
受
け
る
。

中
世
の
歴
史
都
市
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
現
代
国
家
の
軍
事
、
経
済
、
行
政
、
宗
教
の
在
り
方
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル

ー
ツ
に
つ
い
て
の
省
察
を
深
め
、
現
代
の
国
内
状
況
、
国
際
関
係
を
理
解
す
る
う
え
で
示
唆
に
富
む
。
各
国
で
元
首
や
民

主
的
に
選
出
さ
れ
た
政
治
的
代
表
の
呼
称
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
よ
う
に
、
中
世
都
市
に
つ
い
て
一
元
的
な
説
明
を
求
め
て

も
あ
ま
り
意
味
は
な
い
。
大
事
な
こ
と
は
そ
の
都
市
固
有
の
在
り
方
に
着
目
し
、
現
代
に
つ
な
が
る
地
脈
に
つ
い
て
洞
察

が
深
ま
る
よ
う
に
、
固
有
性
、
独
自
性
を
生
み
出
し
て
い
る
要
因
を
探
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

現
代
国
家
と
歴
史
都
市
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
社
会
構
造
を
掘
り
下
げ
て
い
く
た
め
の
着
眼
点
が
引
き
出
せ
る
。
現
代

の
私
た
ち
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
出
入
国
す
る
が
、
そ
の
国
の
国
籍
保
有
者
で
あ
る
か
否
か
厳
し
く
選
別
さ
れ
管
理
さ

れ
て
い
る
。
国
籍
を
保
有
し
て
い
る
者
に
は
相
応
の
権
利
が
国
内
法
で
保
障
さ
れ
る
。
国
籍
に
よ
る
区
別
が
現
代
社
会
に

は
あ
る
。
歴
史
都
市
に
お
け
る
「
市
民
」
と
、
市
民
で
は
な
い
が
市
内
に
居
住
し
て
い
た
人
々
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
は
、
こ
の
本
で
お
い
お
い
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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2　

ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
空
間
的
特
徴

海
際
の
広
場

ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
空
間
的
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
城
壁
内
部
に
入
る
前

に
、
坂
の
上
か
ら
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
を
眺
め
、
お
お
よ
そ
の
特
徴
を
つ
か
ん
で
お
こ
う
。
だ
い
だ
い
色
の
屋
根
が
広
が
る

な
か
、
ひ
と
き
わ
高
く
そ
び
え
る
い
く
つ
か
の
塔
や
、
教
会
の
ド
ー
ム
屋
根
が
目
に
入
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
を
目
印
に

「
城
壁
」「
広
場
」「
行
政
庁
」「
教
会
」
を
お
さ
え
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
な
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
空
間
的
特
徴
が
み
え
て

く
る
。

最
も
特
徴
的
な
の
は
「
広
場
」
の
位
置
で
あ
る
。
市
の
中
央
で
は
な
く
、
港
に
面
し
た
開
口
部
に
「
広
場
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
海
港
都
市
に
よ
く
み
ら
れ
る
特
徴
で
、
海
側
が
メ
イ
ン
の
入
口
で
、
船
に
乗
っ
て
人
々
が
出
入
り
し
、
物
資
が
搬

出
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
物
資
が
陸
揚
げ
さ
れ
る
場
所
の
近
く
に
広
場
が
形
成
さ
れ
、
市
場
が
開
か
れ
る
。

た
と
え
ば
イ
タ
リ
ア
の
海
洋
都
市
と
し
て
名
高
い
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
も
海
側
に
入
口
が
あ
る
（
図

表
0-

2
、
0-

3
）。
船
か
ら
上
陸
す
る
と
、
広
場
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
守
護
聖
人
マ
ル
コ
を
象
徴
す
る
ラ
イ
オ
ン
が
載
っ

た
円
柱
が
あ
り
、
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
と
鐘
楼
な
ど
が
建
ち
な
ら
ぶ
。
海
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た

サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
の
優
美
で
開
放
的
な
空
間
は
幾
多
の
絵
画
に
描
か
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
広
場
は
こ
れ
と
は
違
う
。
海
側
へ
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
な
い
。
海
際
に
広
場
が
あ

る
の
だ
が
、
海
と
広
場
を
遮
る
よ
う
に
建
物
が
あ
る
（
図
表
0-

4
）。
こ
れ
は
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
ア
ー
セ
ナ
ル
（
軍
用
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船
造
船
所
）
で
あ
る
。
建
物
の
上
部
は
城
壁
で
、
現
在
も
通
行
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
街
を
取
り
ま
く
城
壁
は
ぐ
る
り

と
一
周
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
海
際
で
も
城
壁
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
。
戦
闘
の
と
き
、
城
壁
の
上
を
縦
横
無

尽
に
走
り
回
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
実
戦
で
敵
と
勝
負
す
る
に
は
、
城
壁
と
は
こ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
実
感
す
る
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。

海
側
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
の
よ
う
に
見

ば
え
が
良
い
開
放
的
空
間
が
よ
い
の
か
。
敵
の
襲
来
に
耐
え
う
る
堅
固
な
空
間
が
よ
い
の
か
。
海
際
の
広
場
の
つ
く
り
は

都
市
に
よ
っ
て
違
い
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
人
々
が
何
を
優
先
し
た
か
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
海
か
ら
到
来
す
る
も
の
は

富
を
生
み
出
す
珍
奇
な
物
産
だ
け
で
は
な
い
。
好
ま
ざ
る
者
の
来
襲
が
い
か
に
脅
威
で
あ
っ
た
か
は
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク

図表 0-2　�ヴェネツィア、サン・マルコ広場�
海側からみた広場入口、ドゥカ
ーレ宮殿、鐘楼

図表 0-3　陸側からみた広場入口、円柱

図表 0-4　�ドゥブロヴニクの港入口のアー
セナル

（図表 0‒2～0‒4　筆者撮影） 
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の
閉
じ
た
広
場
が
示
し
て
い
る
。

海
と
広
場
を
遮
断
す
る
ア
ー
セ
ナ
ル
は
二
〇
世
紀
に
は
軍
事
目
的
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
カ
フ
ェ
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
現
在
も
同
様
で
あ
る
）。
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
一
九
三
〇
年
代
に
ド
ゥ
ブ

ロ
ヴ
ニ
ク
の
古
文
書
館
で
史
料
解
読
に
い
そ
し
ん
だ
が
、
研
究
の
合
間
、
ア
ー
セ
ナ
ル
を
改
造
し
た
天
井
の
高
い
カ
フ
ェ

で
一
服
し
、
海
の
風
景
を
眺
め
て
気
分
転
換
を
し
た
（
図
表
0-

5
）。

か
く
て
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
広
場
は
海
際
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
城
壁
に
囲
わ
れ
、
や
や
狭
小
で
閉
鎖
的
な
空
間

で
あ
る
。
そ
こ
に
重
要
施
設
が
集
中
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
建
設
時
期
が
異
な
る
う
え
に
、
天
災
人
災
に
よ
っ
て

修
復
・
再
建
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
入
り
組
み
凝
縮
し
た
密
度
の
濃
い
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
読
み
解
い
て
い
く
の
が
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
る
。 

二
つ
の
聖
堂

坂
上
か
ら
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
広
場
を
見
お
ろ
す
と
、
二
つ
の
ク
ー
ポ
ラ
（
教
会
の
ド
ー
ム
屋
根
）
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
だ
ろ
う
（
口
絵
5
、
6
）。
広
場
の
中
心
に
近
い
位
置
に
あ
る
の
が
あ
る
の
が
聖
ヴ
ラ
ホ
教
会
、
広
場
の
南
側
に
あ
る

の
が
司カ

テ

ド

ラ

ル

教
座
聖
堂
の
聖
マ
リ
ア
・
マ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
で
あ
る
。
一
〇
二
二
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
庁
か
ら
大
司
教
座
に
す
る
通

知
を
受
け
た
﹇C

arter 1972:  76- 77

﹈﹇K
rekić 1972

＝1990:  115
﹈。

広
場
に
複
数
の
教
会
が
あ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
広
い
と
は
い
え
な
い
中

心
広
場
に
、
な
ぜ
二
つ
の
教
会
が
在
り
続
け
て
い
る
の
か
。
し
か
も
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
権
威
で
承
認
さ
れ
た
司
教
座
聖
堂

よ
り
も
中
心
的
な
位
置
に
聖
ヴ
ラ
ホ
教
会
が
あ
る
（
図
表
0-

6
）。
こ
れ
は
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
独
自
性
の
一
つ
で
あ
り
、
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掘
り
下
げ
る
に
値
す
る
。

司
教
座
聖
堂
と
守
護
聖
人
聖
堂
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
が
参
考
に
な
る
。

ロ
ー
マ
教
皇
庁
が
任
命
す
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
司
教
座
は
長
ら
く
市
の
東
端
の
教
会
に
お
か
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
政
府
に
よ
る
宗
教
的
儀
式
や
政
治
的
儀
式
は
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
に
あ
る
守
護
聖
人
聖
堂
、
す
な
わ
ち
サ

ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。
司
教
座
聖
堂
と
、
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
を
ま
つ
る
守
護
聖
人
聖
堂
は
並
立
可

能
で
あ
っ
た
。
サ
ン
・
マ
ル
コ
大
聖
堂
に
司
教
座
が
移
さ
れ
た
の
は
一
八
〇
七
年
で
あ
る
﹇
宮
下2016

﹈。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

▲  1930年頃のスポンザ館（古文書館）
図表 0-5　ブローデルのドゥブロヴニク

出典： ［Dubrovnik Museums, Maritime Museum 2018: （上） 173, 
（中） 61, （下） 219］ 

▲ 1900年、ドゥブロヴニク遠景

▲ 1880年、ドゥブロヴニクの港に入港している船
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こ
の
よ
う
に
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
広
場
は
狭
小
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
二
つ
の
聖
堂
、
行
政
庁
、
税
関
、
軍
用
施
設
な
ど
、

重
要
施
設
が
凝
縮
し
、
ま
さ
に
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
心
臓
部
で
あ

っ
た
。

三
角
を
固
め
る
修
道
会

広
場
か
ら
目
を
転
じ
、
外
周
部
の
城
壁
に
沿
っ
て
城
内
を
眺
め

て
み
よ
う
。
城
壁
を
図
表
0-

7
の
よ
う
に
簡
略
に
模
式
化
し
、

空
間
的
特
徴
を
明
確
に
し
て
お
こ
う
。
城
壁
は
変
則
的
な
四
角
形

に
近
く
、
そ
の
う
ち
三
つ
の
角
に
は
敷
地
面
積
の
大
き
な
建
物
が

あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
院
、
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
院
、
イ

ア
で
は
司
教
座
聖
堂
と
守
護
聖
人
聖
堂
は
一
体
化
し
た
。

し
か
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
違
っ
て
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
で
は
い
ま
も
守
護
聖
人
聖
堂
と
司
教
座
聖
堂
は
一
体
化
し
て

い
な
い
。
こ
こ
か
ら
街
の
人
々
の
ど
の
よ
う
な
精
神
生
活
が
み
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
。

広
場
は
ル
ジ
ャ
と
よ
ば
れ
、
そ
の
一
画
に
「
行
政
庁
」
が
あ
る
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
で
は
「
総
督
邸
」
と
い
う
。
ま
た
、

港
で
陸
揚
げ
さ
れ
た
物
資
を
管
理
す
る
「
税
関
」
が
広
場
の
海
側
に
あ
り
、「
ス
ポ
ン
ザ
館
」
と
よ
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
行

政
機
関
と
な
ら
ん
で
「
時
計
塔
」
が
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
軍
用
船
造
船
所
で
あ
る
「
ア
ー
セ
ナ
ル
」
が
海
と
広
場
の

間
に
あ
っ
た
（
図
表
0-
6
）。

司教座聖堂
（カテドラル）
司教座聖堂
（カテドラル）

守護聖人聖堂
（聖ヴラホ教会）
守護聖人聖堂
（聖ヴラホ教会）

行政庁
（総督邸）

アーセナル
（軍用施設）
アーセナル
（軍用施設）

時計塔時計塔
ルジャ広場ルジャ広場

税関
（スポンザ館）

税関
（スポンザ館）

城壁城壁

港

海

港

図表 0-6　ドゥブロヴニクの中心　ルジャ広場

（筆者作図）
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エ
ズ
ス
会
の
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
で
あ
る
。 

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
院
の
建
物
は
も
と
も
と
城
壁
の
外
に
あ
っ

た
が
、
防
衛
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
城
壁
の
修
築
と
併
行

し
て
、
城
壁
内
に
と
り
こ
ま
れ
た
﹇K

rekić 1972

＝1990:  88- 90

﹈。
軍
事

拠
点
の
一
つ
に
な
る
よ
う
に
空
間
的
に
再
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ド

ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
で
は
宗
教
施
設
に
つ
い
て
、
宗
教
目
的
に
と
ど
ま
ら
ず
、

共
同
防
衛
の
視
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
の
点
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
「
水
」
の
問
題
で
あ
る
。「
洗

礼
」
の
儀
式
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
儀
礼

で
は
聖
水
を
使
う
。
教
会
や
修
道
院
で
は
聖
水
用
の
「
水
」
は
欠
か
せ

な
い
。
二
つ
の
修
道
院
に
は
そ
れ
ぞ
れ
回
廊
式
の
中
庭
が
あ
り
、
中
庭

の
中
央
に
井
戸
が
あ
っ
た
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
が
籠
城
し
た
際
に
修
道

院
で
「
水
」
を
調
達
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

三
つ
の
角
の
一
つ
、
海
側
の
一
隅
を
イ
エ
ズ
ス
会
が
占
め
て
い
る
。
教
会
と
修
道
士
が
学
修
す
る
コ
レ
ジ
オ
（
学
校
）

が
あ
っ
た
。
現
在
も
宏
壮
な
建
築
の
教
会
が
あ
り
、
敷
地
面
積
は
広
い
。
戦
闘
の
際
に
は
多
目
的
に
活
用
で
き
る
空
間
で

あ
る
。
ま
た
、
城
壁
の
残
り
の
一
角
に
あ
っ
た
の
は
市
の
穀
物
倉
庫
で
あ
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
そ
な
え
て
食
糧
が
備

蓄
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
城
壁
に
沿
っ
て
各
修
道
会
が
一
つ
ず
つ
規
模
の
大
き
な
拠
点
を
設
け
、
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ち

フランチェスコ会
修道院

ドミニコ会
修道院

ルジャ広場

イエズス会
聖イグナチオ教会穀物倉庫

クララ会修道院

水

水

水

水

城壁

城壁

港
ストラドゥン

ピ
レ
門

プ
ロ
チ
ェ
門

ポ
ン
テ
門

プジャ門

図表 0-7　ドゥブロヴニク　模式図

（筆者作図）
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な
み
に
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
が
最
も
早
く
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
に
到
来
し
た
修
道
会
で
、
沖
合
に
う
か
ぶ
ロ
ク
ラ
ム
島
（
図
表

2-
1
参
照
）
に
修
道
院
が
あ
っ
た
。
海
防
の
最
前
線
で
、
沖
合
を
守
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
し
、
万
が
一
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ

ニ
ク
陥
落
の
際
は
逃
げ
込
む
避
難
場
所
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
で
は
こ
の
よ
う
に
宗
教
施
設
が
計
画
的
に
配
置
さ
れ
、
軍
事
と
宗
教
が
密
接
に
関
連
し
た
都
市
空
間

が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
街
の
中
央
広
場
に
は
司カ

テ

ド

ラ

ル

教
座
聖
堂
と
聖
ヴ
ラ
ホ
教
会
と
い
う
二
大
宗
教
拠
点
が
あ
り
、
街
の
中
心

か
ら
四
方
へ
む
か
っ
て
、
城
壁
の
角
に
は
各
宗
教
施
設
が
守
り
を
固
め
て
い
た
。
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
で
統
一
さ
れ
た
宗

教
空
間
は
都
市
防
衛
の
空
間
で
も
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
勢
力
下
に
あ
り
、「
共
同
防
衛
」
と
「
共
同
祈
願
」
の
統

一
さ
れ
た
し
く
み
が
都
市
空
間
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

バ
ル
カ
ン
の
紛
争
の
火
種
の
一
つ
は
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
宗
教
問
題
で
あ
る
。
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
は
空
間
構
造
的

に
「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
都
市
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
、
バ
ル
カ
ン
に
お
け
る
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
拠
点
都
市
と
し
て

重
要
な
存
在
意
義
が
あ
っ
た
。

白
く
輝
く
大
通
り

坂
上
か
ら
街
へ
下
り
て
、
中
心
の
大
通
り
を
歩
い
て
み
よ
う
。
城
壁
に
う
が
た
れ
た
門
は
四
つ
で
、
古
く
か
ら
あ
る
門

は
そ
の
う
ち
の
三
つ
で
あ
る
。
西
側
の
陸
路
か
ら
入
る
ピ
レ
門
、
東
側
の
陸
路
か
ら
入
る
プ
ロ
チ
ェ
門
、
海
路
か
ら
港
に

上
陸
し
街
に
入
る
ポ
ン
テ
門
で
あ
る
。

陸
路
か
ら
入
る
門
は
い
ず
れ
も
堅
固
な
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
（
図
表
0-

8
）。
城
壁
の
外
周
に
深
い
壕
が
め
ぐ
ら

さ
れ
、
跳
ね
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。
昔
は
毎
晩
巻
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
跳
ね
橋
を
渡
っ
て
外
門
か
ら
な
か
に
入
る

13　　序章　中世都市の現在



と
要
塞
で
、
高
い
壁
に
囲
ま
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
内
門
が
あ

る
。
万
が
一
、
敵
が
外
門
を
突
破
し
て
入
っ
て
き
た
場
合
、
要
塞

の
上
か
ら
熱
し
た
油
や
石
、
矢
を
浴
び
せ
、
内
門
が
突
破
さ
れ
る

ま
で
の
時
間
を
か
せ
ぐ
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
内
門
の
幅
は
狭
く
、

人
が
二
人
な
ら
ん
で
よ
う
や
く
通
れ
る
ほ
ど
の
狭
い
幅
で
あ
る
。

敵
を
防
ぐ
た
め
の
備
え
が
周
到
に
施
さ
れ
て
お
り
、
敵
の
襲
来
が

切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。

堅
固
な
門
は
現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
車
は
許
可
さ
れ
た
小

型
の
業
務
車
輌
の
み
が
早
朝
に
プ
ロ
チ
ェ
門
か
ら
出
入
り
す
る
。

徒
歩
で
城
門
を
通
り
抜
け
、
城
内
に
入
る
と
車
が
な
い
の
で
安
心

し
て
歩
き
回
る
こ
と
が
で
き
る
。

街
を
東
西
に
貫
く
大
通
り
が
あ
り
、
ス
ト
ラ
ド
ゥ
ン
と
い
う
。
ス
ト
ラ
ド
ゥ
ン
の
東
端
が
ル
ジ
ャ
広
場
で
あ
る
。
西
側

の
ピ
レ
門
か
ら
入
り
、
ル
ジ
ャ
広
場
ま
で
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ピ
レ
門
の
跳
ね
橋
、
外
門
か
ら
中
に
入
っ
て
み
よ
う
。

高
い
壁
に
囲
ま
れ
た
要
塞
空
間
で
、
街
な
か
を
見
通
す
こ
と
は
全
く
で
き
な
い
。
し
か
も
足
元
は
「
く
」
の
字
に
曲
が
っ

た
階
段
で
あ
る
。
そ
の
先
に
あ
る
内
門
は
小
さ
い
。
実
用
に
使
わ
れ
て
い
る
門
で
あ
る
が
、
現
在
も
完
全
に
外
敵
を
防
ぐ

構
造
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
に
少
な
か
ら
ず
驚
く
こ
と
だ
ろ
う
。

内
門
を
く
ぐ
っ
て
城
内
に
入
る
と
、
一
転
し
て
目
に
ま
ぶ
し
い
白
く
輝
く
大
通
り
が
広
場
ま
で
一
直
線
に
伸
び
て
い
る

（
口
絵
7
）。
視
線
の
先
に
は
高
く
そ
び
え
る
時
計
塔
、
さ
ら
に
そ
の
向
こ
う
に
は
青
く
澄
み
わ
た
る
大
空
、
ま
さ
に
「
ア

跳ね橋

外門

内門

城壁

城壁

壕

クララ会修道院

フランチェスコ会
修道院

オノフリオの噴水
ストラドゥン

ピレ門

図表 0-8　ピレ門の構造

（筆者作図）
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ド
リ
ア
海
の
真
珠
」
こ
こ
に
あ
り
の
光
景
で
あ
る
。

内
門
を
通
り
抜
け
て
経
験
す
る
鮮
や
か
な
視
野
の
転
換
に
は
息
を
の
む
。
ス
ト
ラ
ド
ゥ
ン
の
白
い
石
灰
岩
を
敷
い
た
石

畳
が
、
長
年
の
間
に
通
行
人
の
足
で
磨
か
れ
て
、
ま
る
で
大
理
石
の
よ
う
に
光
っ
て
い
る
。
海
側
か
ら
上
陸
し
た
と
き
、

視
野
は
城
壁
で
遮
ら
れ
て
見
通
し
が
き
か
な
い
。
し
か
し
、
陸
路
の
ピ
レ
門
か
ら
入
る
と
眼
前
に
す
ば
ら
し
い
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
が
開
放
的
に
広
が
る
。
ま
な
ざ
し
の
集
中
点
は
高
さ
三
一
メ
ー
ト
ル
の
時
計
塔
で
、
時
計
盤
の
ほ
か
銅
鐘
も
あ
る
。

定
時
ご
と
に
銅
製
の
鐘
撞
き
男
が
撞
く
響
き
が
い
に
し
え
へ
と
誘
う
。
音
と
風
景
が
見
事
に
一
致
し
た
都
市
ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
で
、
城
壁
に
囲
ま
れ
た
都
市
防
衛
と
文
化
的
爛
熟
が
調
和
し
た
空
間
に
な
っ
て
い
る
。

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
ト
ポ
ス

ピ
レ
門
か
ら
市
内
に
入
る
と
す
ぐ
脇
に
大
き
な
水
場
が
あ
り
、「
オ
ノ
フ
リ
オ
の
噴
水
」
と
い
う
。「
水
」
の
汲
み
口
が

い
く
つ
も
備
え
ら
れ
て
い
る
。
ピ
レ
門
入
口
と
水
場
を
守
る
よ
う
に
立
地
し
て
い
る
の
が
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
院
と

ク
ラ
ラ
会
修
道
院
で
あ
る
（
図
表
0-

8
）。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
と
ク
ラ
ラ
会
は
と
も
に
イ
タ
リ
ア
の
ア
ッ
シ
ジ
発
祥
で
、

ブ
ラ
ザ
ー
・
シ
ス
タ
ー
関
係
に
あ
る
修
道
会
で
あ
る
。
ク
ラ
ラ
会
修
道
院
の
建
物
は
城
壁
・
要
塞
と
一
体
化
し
て
い
る
。

外
敵
襲
来
の
際
は
防
御
の
拠
点
に
な
る
構
造
で
あ
る
。
両
修
道
院
が
一
体
に
な
っ
て
ピ
レ
門
と
水
場
防
衛
に
当
た
る
空
間

的
布
置
に
な
っ
て
い
る
。

ス
ト
ラ
ド
ゥ
ン
を
ル
ジ
ャ
広
場
ま
で
進
む
と
、
突
き
当
た
り
に
小
噴
水
が
あ
る
。
こ
れ
は
行
政
庁
の
建
物
の
な
か
に
組

み
込
ま
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ス
ト
ラ
ド
ゥ
ン
の
両
端
に
水
場
が
確
保
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
教
施
設
と
行

政
庁
が
「
命
の
水
場
」
の
守
り
を
固
め
て
い
る
。
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ス
ト
ラ
ド
ゥ
ン
は
日
々
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
人
々
が
行
き
交
う
生
活
の
道
で
あ
る
と
同
時
に
、
聖
ヴ
ラ
ホ
の
祭
典
で

は
荘
厳
か
つ
華
や
か
な
式
典
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
舞
台
で
あ
る
。
日
常
と
非
日
常
が
交
錯
す
る
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
中
心

的
ト
ポ
ス
で
あ
る
。

3　
「
城
壁
」
と
「
守
護
聖
人
」
の
現
代
性

こ
の
よ
う
に
、「
城
壁
」「
広
場
」「
行
政
庁
」「
教
会
」
を
手
が
か
り
に
す
る
と
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
固
有
の
都
市
空
間

や
都
市
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
特
徴
が
み
え
て
く
る
。
都
市
空
間
の
骨
格
は
中
世
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
自
治
的
な
都

市
共
同
体
、
独
立
し
た
都
市
国
家
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
都
市
基
盤
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
空
間
を
構
築
し
て
い
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
な
ら
ぶ
地
中
海
の
代
表
的
な
交
易
都
市
と
し
て
長
く
存
続
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

中
世
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
独
自
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
の
歴
史
的
変
容
に
つ
い
て
一
貫
し
た
視

点
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
第
1
章
で
は
都
市
社
会
学
、
歴
史
社
会
学
的
視
点
に
基
づ
い
て
「
読
み
解

き
の
枠
組
」
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
あ
と
第
2
章
以
下
で
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
で
起
き
た
具
体
的
な
歴
史
的
出
来

事
に
ふ
れ
な
が
ら
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
独
自
の
時
間
的
変
遷
、
社
会
構
造
の
探
究
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

注（
1
）「
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
」
は
ス
ラ
ブ
系
言
語
に
よ
る
呼
称
・
表
記
、
ラ
テ
ン
系
言
語
で
は
「
ラ
グ
ー
ザ
（R

agusa

）」。
一
二
世
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紀
以
降
、
諸
史
料
に
は
ど
ち
ら
の
表
記
も
使
わ
れ
て
い
る
。
本
書
は
基
本
的
に
「
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
」
の
表
記
で
記
述
す
る
。

（
2
）
ク
ロ
ア
チ
ア
統
計
局
（C

roatian Bureau of Statistics

）
が
発
表
し
て
い
る
国
勢
調
査
デ
ー
タ
は
二
〇
一
一
年
ま
で
。
二
〇

二
一
年
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
二
〇
二
二
年
三
月
時
点
で
調
査
結
果
は
未
発
表
。

17　　序章　中世都市の現在
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